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発度では韓国 0.879 対日本 0.715、
オンラインサービスでは 1.000 対
0.673、通信インフラストラクチャ
では 0.639 対 0.524、人的資源では
0.993 対 0.950、市民の参加では
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図表 2　ユーザビリティ向上プロセスの 4つの局面と構造Ԙޓ࡙࡯ࠩࡆ࡝࠹ࠖะ਄ޓߩၮᧄᣇ㊎ߣ⋡ᮡߩ⸳ቯԙޓ೑↪⠪․ᕈߣᬺോޓߩᛠី࡮ᬌ⸛Ԛ ࡙࡯ࠩࡆ࡝࠹ࠖะ਄ࠍޓታ⃻ߔࠆߚ߼ߩᛛⴚᬌ⸛ԛޓ࡙࡯ࠩࠗࡦ࠲ࡈࠚ࡯ࠬޓߩᬌ⸛ฦ೑↪⠪ጀߩ․ᕈ╬㧔ᄙ᭽ߥ೑↪⠪㧕













































































































































































































































































5   電子政府の抜本的改善
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